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【社員共育委員会】 
 
「若手の離職について考える」 
 

社員共育委員会では毎月第 3 水曜日に委員会を事務局にて開催しています。 

その中で「学習会」という時間をとり、決められた報告者が問題提起をし、討論しています。 

先月はK 社長から、「若手の離職」について問題提起をして頂きました。 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

「昨年入社した2 名が 1 年以内に辞めてしまった」 

「1 人が人間関係、もう1 人が仕事に魅力を感じていないとの理由で退職」 

「誰にも相談せず直接社長へ退職届けを出された」 

「２人には会社での自分の存在意義を感じられないという共通点があった」 

「もっと社員に介入するため、家庭訪問、日報でのコメント欄導入等の取組みを始めた」 

と報告があり、再発防止にはどう取り組むべきか問題提起がありました。 

 

討論では 

「日報は社長が全部社員に対してコメントしているのか？」 

「日報は上司・部長・社長ではそれぞれ価値判断が違うため、社長だけでなくそれぞれにコメントし

てもらう方が効果的ではないか」 

という部分的な話から組織運営の話へと変わり 

「個々の対応ではなく組織として新入社員を受け入れる風土を形成する必要があるのではないか」 

「社員の悪い部分だけでなく長所を見つけられるような人間力を磨く（社長・幹部から）必要がある

のではないか」 

「ベテラン社員が新入社員を育てる意識（言葉づかい・礼儀等細かいところから）。社長→幹部→社員

とまずは上から意識を変えていく必要があるのではないか」 

など、様々な意見が出され、組織運営の重要性について考え合いました。 

K 社長からは 

「2 名の若手が辞めてしまったが、経営の右腕となる者が成長してきている。力を合わせてもっと良

い会社にしていきたい」 

とありました。 

 

10 名足らずの組織では経営者が社員に及ぼす影響は大きいのでもっと幹部社員と向き合い、話し合い、

指導を重ね、インターンシップなどの仕組みを取り入れながら社員教育を推進し、新入社員を受け入

れ、教育できる組織を構築していく必要があるのではないかと学びあいました。 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

こんな学習会をしています。 

自社の経営課題をお持ちになってゲスト参加してみませんか？ 
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【経営指針委員会】 
 

「修了後の参加は大きな気づきを得るチャンス」 

７月の委員会では、経営指針をつくる会「第４講」の振り返りを行いました。昨年の受講生より意

見をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の様に、大きな気づきを得ることができ、経営指針を実践しているからこそ、生きてくる。あ

いまいな計画ではなく、より具体的に、しっかりと情報分析をし、決断し実行することの大切さに改

めて気づいた。 

 

「雇用の確保が課題の今、採用について考え合う」 

学習会では、大きな経営課題となっている雇用の確保が取り上げられ、討論が行われました。 

「今年は採用活動が、うまくいっていないという」 

「実際に、合同企業説明会に参加してもなかなか学生がこない」 

「説明会では自社の説明をする会社が多いが、上手くいっている会社は自社が置かれている業界の

話しをメインにするとのこと。改めて社会に貢献できる会社であると説明する大切さに気づいた」 

 といったお話も紹介いただき、 

各社の採用の取り組みについて交流しました。 

 

「一度辞めた社員が戻ってきて、働くことをどう思うか？」 

との問いに、賛否が分かれました。 

「外の会社に行って、初めて自社の良さを実感するのでは」 

との発言に、指針書を軸に人を活かす経営を行っていれば、社員の心に残り、思い出してくれる。

辞める時も、大きな心で、怒るのではなく、寛容な心で送り出すことが求められているのでないか

と、気づかされました。 

人材不足という厳しい現状ではあるが、未来には人が必要でなくなる時代が来る。 

しかしながら、人にしか出来ない仕事を行う為にも、経営者として人を活かす経営をする意義を

改めて実感した。 

昨年は、話を聞くだけで精一杯で、冗談も理解出来なかった。今年は実践しているから 

こそ、「自社ではどうか？」今抱えている悩み、課題とリンクさせて奥山先生の講義を聞

く事ができた。「マーケットサイズ」「仕事の効率」等、改めて検討しなければならない気

づきがあった。 

お話の中で紹介された「トヨタ生産方式」を学び、自社で社員の現状の実力が一目でわ

かるように掲示し、社員の成長を共有することを実践し始めた。 

・計画し実績に残すこと、やり遂げる事の大切さを学ぶ事が出来た。 

 

 


